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今月のトピックス

地域医療構想ガイドライン

厚生労働省は、7月3日、2040年に向けた地域医療構想ガイドラインを公表しました。
地域医療構想は、都道府県が、中長期的な人口構造や地域の医療ニーズの質・量の変化を見据え、良質かつ

適切な医療を効率的に提供できる体制を確保するため、医療機関の自主的な報告等を踏まえ、地域の関係者との
協議を行い策定するものです。スケジュールによると、2028年度末までに、急性期拠点機能を報告する医療機関を
含めた医療機関の設定など対策案を検討・決定する、としています。

2026年度の医療機関機能報告の報告項目や、病床機能報告における報告の目安など
お示しします。なお、詳細は、厚生労働省のHP内の「2024年に向けた地域医療構想」をご参
照ください。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/0000080850_00014.html

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000080850_00014.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000080850_00014.html


© 2026 NICHIIGAKKAN CO., LTD. All rights reserved. 

NICHII Communication of medical care

構
造
設
備
等

人
員
に
係
る
内
容
等

手
術
に
関

す
る
実
績

救
急
医
療

の
提
供
状

況

高
齢
者
施

設
等
と
の

連
携
状
況

高
齢
者
等
へ
の

医
療
の
提
供
状

況

在
宅
医
療
の

提
供
状
況



© 2026 NICHIIGAKKAN CO., LTD. All rights reserved. 

NICHII Communication of medical care

いきいきホスピタル １
OTC類似薬

厚生労働省は、6月18日の社会保障審議会医療保険部会において、OTC類似薬の保険給付の見直しの実

施に向けた技術的検討会を設置しました。検討事項は、

（１）77成分の医療用医薬品とOTC医薬品における効能効果の違いの整理

（２）別途の負担を求めない者と療養の範囲の整理

などです。検討会における議論は、医療保険部会及び中央社会保険医療協議会にも報告し、議論する、としてい

ます。決定した内容は、患者負担に関する内容となりますので、今後の発信に十分注意しましょう。

５．社会保障制度改革の推進

（１）薬剤給付の見直し

① OTC類似薬を含む薬剤自己負担の見直し

OTC医薬品の対応する症状に適応がある処方箋医薬品以外の医療用医薬品のうち、他の被保険者の保険料負担により給付
する必要性が低いと考えられるときには、患者の状況や負担能力に配慮しつつ、別途の保険外負担（特別の料金）を求める新た
な仕組みを創設し、令和８年度中（令和９年３月）に実施する。まずは、77成分（約1,100品目）を対象医薬品とし、薬剤
費の４分の１に特別の料金を設定する。

今後、セルフメディケーションに関する国民の理解や、OTC医薬品に関する医師・薬剤師の理解を深めるための取組、医療品医
薬品のスイッチOTC化に係る政府目標の達成に向けた取組などの環境整備を進めるとともに、将来、OTC医薬品の対応する症状の
適応がある処方箋医薬品以外の医療用医薬品の相当部分にまで対象範囲を拡大することを目指し、上記の施行状況等について
厚生労働省において把握・分析を行った上で、令和９年度以降にその対象範囲を拡大していく。あわせて、特別の料金の対象とな
る薬剤費の割合の引き上げについても検討する。

なお、実施にあたっては、こども、がん患者や難病患者など配慮が必要な慢性疾患を抱えている方、低所得者、入院患者、医師
が対象医薬品の長期使用等が医療上必要と考える方等に対する配慮を検討する。

大臣折衝事項（令和７年12月24日 厚生労働省）（OTC類似薬部分）



© 2026 NICHIIGAKKAN CO., LTD. All rights reserved. 

NICHII Communication of medical care

算定 à la carte

ガストログラフィン（経口・注腸用）の供給不足および代替対応について

2026年春以降、ガストログラフィンについては、ニトロソアミン化合物の検出に伴う「限定出荷（出荷量減少）」が

発生しており、医療現場では他の造影剤の「適応外使用」などで緊急代替する動きが広がっています。保険診療上で

ガストログラフィンと「全く同じ効能・効果（経口・注腸用の水溶性ヨード造影剤）」を持つ直接的な代替薬（同一の

市販品）は存在しないため、各病院では倫理委員会などの承認を経て、非イオン性ヨード造影剤を薄めて飲む、ある

いは肛門から注入する「適応外使用」を緊急避難的措置として実施しています。

また、代替の薬品に関しては、以下の通りですが、請求する際には、コメント対応必須でお願い

いたします。なお、詳細は、日本診療放射線技師会のHP等でご確認ください。

https://www.jart.jp/news/info/20260522_1748.html

ガストログラフイン経口/注腸用・効能・効果 用法・用量

⚫ 消化管撮影（下記の場合における消化管造影）
• 狭窄の疑いのあるとき
• 急性出血
• 穿孔の恐れのあるとき（消化器潰瘍、憩室）
• その他、外科手術を要する急性症状時
• 胃及び腸切除後（穿孔の危険、縫合不全）
• 内視鏡検査法実施前の異物及び腫瘍の造影
• 胃・腸瘻孔の造影
⚫ コンピューター断層撮影における上部消化管造影

⚫ 経口
〈消化管撮影〉
通常成人1回60mL（レリーフ造影には、10～30mL）を経口投与
する。
〈コンピューター断層撮影における上部消化管造影〉
通常成人30～50倍量の水で希釈し、250～300mLを経口投与す
る。
⚫ 注腸
通常成人3～4倍量の水で希釈し、最高500mLを注腸投与する。

添付文書より抜粋

https://www.pmda.go.jp/files/000280242.pdf

PMDAより引用

代替候補薬品の例（当社調べ）

一般名 商品名

イオパミドール
オイパロミン、イオパミロンな
ど

イオプロミド ウログラフインなど

【レセプト請求上の注意】

審査でのシステム査定を防ぐため、レセプトの
「摘要欄」には代替を選択せざるを得なかった
医学的・流通的な必要性を明確に記載する
必要があります

⚫ ガストログラフィン経口・注腸用の全国的
な供給不足（限定出荷）に伴う在庫枯
渇であること

⚫ 当該検査・治療において、代替薬を消化
管内投与として使用せざるを得なかった
医学的必要性（穿孔の疑い、術後確認
など、バリウムが使用できない理由）

⚫ 院内の倫理委員会等で妥当性が承認さ
れていること

※ あくまでも他院事例であり、実際に使用の場合は、医師・医事課等への確
認、院内の倫理委員会等の承認などの確認をお願いいたします。

https://www.jart.jp/news/info/20260522_1748.html
https://www.pmda.go.jp/files/000280242.pdf
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